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１．はじめに





























２）国際財務報告基準においては，資産除去債務について個別の基準書は存在せず，IAS 第 16 号及び IAS

















































ている．議論の詳細はBeaver (1998)，p. 69 参照．
から稼得されるキャッシュ・フローと投資時に考慮した支出額とを対比させることに業績評価
としての解釈が付与されてきたのである．






V t と K0 とを突き合わせることが必要となる．ここでは，通常，Vの稼得より K0 の支出の方
が先行するため，K0 を資産として繰越し，V t が確認される度合いに応じて K0 を費用として配





．つまり，V t が K t に先行するのである．企業
は，投資時に資産除去に伴う支出も含めてそれを超えるキャッシュ・フローの稼得を期待して
いるはずである．当該期待を確かめるためには，資産除去に伴う支出も含めた支出額を V t と
対比させることが必要となる．設備そのものに対する投資額をK0，資産除去に伴う支出を K t
とすれば，企業は投資時にG0 pV0,K0,K tの稼得を期待しているために，事後的にV0 が実現
する期間にわたって支出合計額 pK0+K tを対応させて投資の成果を計算することとなる．K0























で，K t の測定属性として Km を選択した場合，設備投資から得られるキャッシュ・フロー V t
と対応させられる額は pK0+Km/pK0+Kc+G' tとなり，K t の測定属性として Kc を選択した
場合より G' t 分だけ設備利用期間の利益額が小さくなる．一方で，資産除去時には G' t 分の利
益が計上されることとなる．これは，設備投資プロジェクトを設備利用と資産除去の２つのプ
ロジェクトに分けて捉えていることを意味している．
K t の測定属性として Kc を選択した場合，設備投資から得られるキャッシュ・フロー V t と
対応させられる額は pK0+Kc/pK0+Km,G' t となり，K t の測定属性として Km を選択した場
合より G' t 分だけ設備利用期間の利益額が大きくなる．さらに，支出額である Kc が設備利用
期間にわたって過不足なく費用計上されているという仮定を置けば，資産除去時に損益が計上
































































































第１期 第２期 第３期 … 第 n,1期 第 n期
資産 p1,1/nK,K t /n p1,1/nK,2K t /n p1,1/nK,3K t /n pK+K t/n,K t ,K t
負債 0 0 0 0 0
費用 pK+K t/n pK+K t/n pK+K t/n pK+K t/n pK+K t/n
パネル B：②の方法
第１期 第２期 第３期 … 第 n,1期 第 n期
資産 p1,1/nK p1,2/nK p1,3/nK K/n 0
負債 K t/n 2K t/n 3K t/n pn,1K t/n K t
費用 pK+K t/n pK+K t/n pK+K t/n pK+K t/n pK+K t/n
パネル C：③の方法
第１期 第２期 第３期 … 第 n,1期 第 n期
資産 p1,1/npK+K t p1,2/npK+K t p1,3/npK+K t pK+K t/n 0
負債 K t K t K t K t K t








































負債について，②の方法では各期に K t の一部のみが計上されているのに対し，③の方法で






































24）資産除去債務の会計基準第 22 項及び第 34 項参照．
25）この点に関し，Barth and McNichols (1994)では，投資家は財務諸表で認識されていない環境負債の存
在を把握したうえで投資意思決定を行っていることが示されている．
26）これらの研究は，財務諸表への表示箇所が異なれば投資家の注意力が変わるため，表示箇所の相違にも
注意を払うべきという問題認識が前提となっている．議論の詳細は，EFRAG and Instituto de Contabili-



























と資産除去債務に伴う支出 K t を超えるキャッシュ・フローの稼得を期待して投資を実行して
いると考えられるのである．
ここで，K t は将来の支出の見積り額であるため，投資後に K' t という金額に変更される場合
がある．見積りの変更によって，当初想定していた資産除去に伴う支出額 K t が事後的に K' t
という金額に変更される場合として，K t?K' t のケースと K t>K' tのケースが考えられるが，こ





加額 pK' t,K tは，見積りの変更の如何に関わらず，設備利用により稼得されるキャッシュ・フ
ローによって回収されることが期待されているという点で，設備投資時の資産除去に伴う支出

















































































































第１期 第２期 第３期 … 第 n,1期 第 n期
資産 p1,1/npK+K' t p1,2/npK+K' t p1,3/npK+K' t pK+K' t/n 0
負債 p1+rK' t p1+r2K' t p1+r3K' t p1+rn-1K' t K t
費用
(減価償却費)
pK+K' t/n pK+K' t/n pK+K' t/n pK+K' t/n pK+K' t/n
費用
(利息費用)
rK' t r p1+rK' t r p1+r
2
K' t r p1+r
n-2



































第１期 第２期 第３期 … 第 n,1期 第 n期
差異１ pK t,K' t/n pK t,K' t/n pK t,K' t/n pK t,K' t/n pK t,K' t/n
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